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２１日は金環日食でした！
月曜日は多くの人々の願いが叶って、群馬県地方は晴れの天気に恵まれました。鬼石小

では、子どもたちが７時１０分頃か

ら登校してきました。ランドセルを

教室に置き、校庭に出てきました。

そこで、担任から日食メガネをもら

い、早速、観察を始めました。

４年生以上は観察カードを書くこ

とになっていますので、下の写真の

ように熱心に記録をとっていました。

７時３３分頃、金環になった時は

あちこちで歓声があがりました。

神秘的で感動的な体験を、多くの

友だちやお家の人と共有できたこと

は一生の思い出になったのではない

かと思っています。

お忙しい中、ご来校いただいた保

護者の皆様に感謝いたします。あり

がとうございました。

子どもたちの感想

・斉藤紅音さん：私は初めてだったのでおどろきました。三日月から円になるときは、す

ごいなーと思いました。まるくなった時、とてもきれいにまるくなって

おどろきました。

・中島拓也くん：思った以上に月の動きが速いので少しおどろいた。次に見られるのは、

何年も先だということなので、この機会に見られて良かった。

・木下 歌さん：金環日食がみられてとてもうれしかったです。部分日食のときもとても

すごいと思ったけど、金環の方がとてもきれいでした。ピンホールで見

たのもすごかったです。家ぞくで見られてよかったです。

・一柳月海さん：私ははじめて金環日食を見たので、とてもすごかったです。太陽が月を

かくして、金のわっかができてて、すごかったです。また、みてみたい

です。

・滝川ももさん：かげにした形と見たかたちが反対だった。とてもきれいでした。

・中島聡太くん：時間がかわるごとに動いていて、すごかった。

・青木雪菜さん：ゆびわのかたちみたいのをみられてよかった。

・滝川真紀さん：金かん日食のリングが、とってもきれいだった。写真にとりたかった。

もう少し、リングがつづけばよかった。わたしは、この時だいに生まれ

てよかった。

金環日食の次は６月６日「金星の日面通過」
次回の天体ショーは、６月６日の「金星の日面通過」です。太陽の表面を小さな金星が

通り過ぎて見える現象で、次回は１０５年後とあって、レア度は金環日食以上なのです。

地球から見て、太陽の手前を金星が通り過ぎるために起きものです。太陽の手前に月が

入るのが日食ですが、金星の場合は、地球からの距離が月より遠いため、太陽上に小さな

丸となって見えます。直径で、太陽の約３０分の１の見かけとなります。

かなりのレア度で、国立天文台では「金環日食は、地球上のどこかで毎年のように起き

ているが、金星の日面通過は、１世紀におよそ２回で、より珍しいのです。」と言ってい

ます。前回の日面通過は２００４年６月８日。明治時代の１８７４年以来、１３０年ぶり

の現象でしたが、全国的に悪天候で観測日和ではなかったそうです。今回の６月６日を逃

せば、次は１０５年後の２２世紀、２１１７年１２月１１日。文字通り今世紀最後のチャ

ンスなのです。

通過時間帯が昼間に当たる地球上の場所なら、どこからでも観測できます。日本の場合、

全国的に６月６日の午前７時半前に金星の丸い形が日面に入り、約６時間半かけて移動し

ていきます。正味５分ほどの金環日食に比べて、観測に余裕があります。

「日食グラスを使い、通常の視力の人であれば観測は可能」（天文台）だそうです。金

環日食用に準備したメガネが、そのまま使えます。２１日の金環日食、６月６日の金星日

面通過、さらにその間の６月４日には部分月食もあります。


